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   Claforan (CTX) was administered for 5 days at  a dailydose of 4 g in two divided 
doses by intravenous injection to 18 in-patients, all of whom were over 70 years old and 
had chronic omplicated urinary tract infections. 
   The overall clinical efficacy of CTX was excellent in 4 cases, moderate in 8 cases and 
poor in 6 cases, the overall effectiveness rate being  66.  7%. Twenty seven  out of 34 
organisms i olated from chronic omplicated urinary tract infections before administration 
of CTX were eradicated after treatment. 
   Both clinical findings and laboratory findings revealed no side effects. It is suggested 
that CTX is useful and a safe drug for elderly patients. 
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基 を 有 す る新 しいcephem系 抗 生 剤 で あ る.CTX
は広 範 囲 の 抗 菌 ス ペ ク トル を有 し,と くに グ ラ ム 陰
性桿 菌 に は,そ の産 生 す る β一lactamaseに安 定 で
あ り,き わ め て優 れ た抗 菌 力 を 有 す る と い わ れ て い
る1"'3).
本 剤 は す でに 初 期 臨 床 検 討 に よ りそ の す ぐれ た 抗菌
力 を 反 映 した 満 足 され る成 績,お よび 安 全 性 に っ い て
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複 雑 性 尿 路 感 染 症18例 に対 す るCTXの 総 合 臨 床
効 果 は,著 効4例,有 効8例,無 効6例 で,有 効 率は
66.7%であ った(Table1,2),膿 尿 に 対 す る効 果 は
正 常 化 と改 善 を あ わ せ て7例(61.1%)で あ っ た.U
TI薬 効 評 価 基 準(第 二 版)に よ る疾 患 病 態 群 別 に検
討 す る とTablc3に 示 す ご と くで あ り,単 独 感 染5
例 お よび 混 合 感 染13例の有 効 率 は そ れ ぞ れ60.0%およ
び69.2%であ っ た.と くに 第6群(非 カ テ ー テル 留 置
群)に お い て9例 中7例77.8%の 有 効 率 で あ った.
細 菌 学 的 効 果 に つ い ては,34株 中27株(79.4%)に
消 失 を 認 め た(Table4).おもな 菌 別 に み る と,S.mar-
cescens6株中消 失5株(83.3%),(].freundii4株中
消 失4株,E.coli3株 中 消 失3株(100%),Sfaeca-
lis7株中 消 失6株 で あ った.な お 投 薬 後 出現 菌 と し
て は,S.faecalis,P。aeruginosa,(]・freundii,Acineto-
baate「,CandidasP・が 各1株 認 め られ た(Table5).
発 疹 下 痢 な ど の 副 作用 は認 め られ な か っ た.臨 床
検 査 値 の投 薬 前 後 の変 動 はTable6に 示 した が,特

















































































































































































































































































































































































































































































































































































はあるが,今 回われわれの検討における総合 有 効 率
66.7%は初期臨床検討の成績 と著明な差はなく,ほぼ
満足される成績であると思われる.と くにUTI薬効
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